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秋
の
文
化
財
講
座
『
戦
国
時
代
の
武
将
た
ち
』

－
　
北
条
氏
照
を
中
心
と
し
て
等

1
1
月
2
0
日
㈹
　
練
馬
公
民
館
で
講
義

2
1
日
㈹
　
八
王
子
市
郷
土
資
料
館

国
指
定
史
跡
　
滝
山
城
跡

講
師
　
土
井
義
夫
氏
（
東
京
学
芸
大
学
講
師
）

◎
申
し
込
み
は
往
復
葉
書
で
。
詳
し
く
は
、
区
報
1
1

月
1
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

史
跡
散
歩
に
参
加
し
よ
、

1
0
月
2
8
日
（
日
）
鮨
報

〔ヨ

★
　
日
・
時

浅間神社（小竹町一丁日）

「
学
生
の
街
」
と
も
呼
ば
れ
る
に
ぎ
や
か
な
江
古

田
駅
周
辺
も
、
昭
和
の
初
め
頃
ま
で
は
、
ホ
タ
ル
も

飛
ぶ
田
園
地
帯
で
し
た
。
（
前
号
の
鈴
木
氏
の
レ
ポ

ー
ト
に
、
そ
の
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
）

今
で
は
、
当
時
の
面
影
が
全
く
消
え
て
し
ま
っ
美

様
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
ふ
だ
ん
何
気
な
く
通
り

過
ぎ
て
い
る
裏
道
が
、
か
つ
て
の
水
路
の
跡
で
あ
っ

た
り
、
寺
院
の
門
前
の
お
地
蔵
様
が
古
い
伝
説
を
秘

め
た
も
の
で
あ
っ
た
り
、
身
近
な
も
の
の
中
に
も
地

域
の
歴
史
が
し
っ
か
り
と
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
秋
の
休
日
の
朝
、
身
近
に
あ
る
史
跡

な
ど
を
、
講
師
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
訪
ね
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

★
集
合
場
所

★
参
加
方
法

★
参
加
費
用

10
月
2
8
日
（
日
）
午
前
9
時
3
0
分
～

1
2
時
（
雨
天
の
場
合
は
1
1
月
3
日

（
土
）
に
延
期
）

浅
間
神
社
境
内
（
江
古
田
駅
北
口
）

当
日
受
付
（
午
前
9
時
～
9
時
3
0
分
）

l
人
5
0
円
（
保
険
料
）

〔
コ
ー
ス
紹
介
〕
　
浅
間
神
社
と
江
古
田
富
士
塚
1

旧
水
路
l
小
竹
図
書
館
・
力
行
会
1
八
雲
神
社
1
庚

申
塔
↓
「
同
潤
会
」
分
譲
地
付
近
1
能
満
寺
1
千
川

通
り
1
埼
玉
道
↓
武
蔵
野
稲
荷
神
社
1
武
蔵
大
学
内

「
濯
川
」
↓
区
立
北
新
井
公
園

〔
濯
川
〕
こ
の
水
路
は
、
千
川
上
水
の
分
水
で
、

通
水
か
停
止
さ
れ
て
、
ゴ
ミ
捨
て
場
と
化
し
て
い
た

も
の
を
、
武
蔵
大
学
や
同
窓
会
の
人
々
の
手
で
、
復

活
（
還
流
式
）
し
た
も
の
で
す
。
（
雨
天
で
、
1
1
月

3
日
に
延
期
の
と
き
は
、
大
学
の
文
化
祭
の
た
め
、

濯
川
の
見
学
が
中
止
と
な
り
ま
す
）
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文
化
財
（
民
家
）
の
巡
回
調
査
か
ら

文
化
財
保
護
推
進
員
　
石
井
　
薫

当
区
で
は
、
1
0
名
の
文
化
財
保
護
推
進
員
が
区
内

を
1
0
地
域
に
分
け
、
1
人
1
地
域
の
担
当
で
、
文
化

財
の
保
護
推
進
に
当
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
主
と
し
て
民
家
の
巡
回
調
査
に
つ
い
て

報
告
い
た
し
ま
す
。

私
の
担
当
地
域
は
、
南
大
泉
・
西
大
泉
・
大
泉
学

園
町
で
す
。
1
2
軒
の
お
宅
に
お
何
い
し
、
嘉
永
6
年

（
1
8
5
3
）
建
築
の
主
家
等
6
戸
・
幕
末
期
に
建

て
ら
れ
た
土
蔵
等
3
棟
・
明
治
初
期
の
藍
小
屋
等
7

戸
・
合
計
17
の
家
屋
の
保
存
状
況
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
主
屋
で
は
既
に
取
り
壊
し
て
新
築
し
た

家
4
戸
・
土
蔵
3
棟
は
そ
の
ま
ま
保
有
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
藍
小
屋
等
3
戸
が
取
り
壊
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

取
り
壊
し
た
お
宅
で
、
お
話
を
伺
い
ま
す
と
、
「
先

祖
伝
来
の
貴
重
な
建
物
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
守
っ

て
い
き
た
い
が
、
現
代
の
生
活
様
式
に
マ
ッ
チ
せ
ず
、

家
族
も
住
み
よ
い
文
化
的
な
住
宅
を
望
む
の
で
し
の

び
な
い
が
、
取
り
壊
し
て
新
築
し
た
」
ま
た
他
の
お

宅
で
は
、
「
藁
屋
根
等
残
し
て
お
き
た
く
て
も
、
材

料
で
あ
る
茅
が
手
に
入
ら
ず
、
屋
根
葺
き
の
職
人
も

い
な
く
な
り
、
止
む
を
得
ず
改
修
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
ゾ
　
「
藍
小
屋
や
堆
肥
小
屋
等
必
要
も
な
く
な
り
、

維
持
す
る
の
も
困
難
で
あ
る
ゾ
等
々
：
…
し
み
じ
み

話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
状
保
有
さ
れ
て
い
る
お

宅
で
は
、
「
自
分
の
日
の
黒
い
中
は
維
持
し
て
い
く

つ
も
り
だ
が
、
代
が
か
わ
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、

区
に
寄
贈
し
て
も
よ
い
ノ
等
申
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

ど
の
お
宅
の
家
屋
も
、
二
度
と
得
ら
れ
な
い
由
緒

あ
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。
こ
の
貴
重
な
文
化
財
が

区
内
か
ら
年
毎
に
消
え
て
い
き
ま
す
。
私
達
は
、
こ

の
郷
土
の
文
化
財
を
何
と
し
て
も
後
世
に
残
す
よ
う

工
夫
と
努
力
を
し
て
い
か
な
く
て
ほ
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
現
在
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
寄
贈
し

て
頂
け
る
家
屋
の
代
表
的
な
も
の
は
、
区
で
ど
こ
か

一
カ
所
に
移
築
し
「
練
馬
の
民
家
園
」
と
し
て
永
く
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十

．
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∴

、

．

∵

．

㌧

∵

・

、

大
切
に
保
有
し
て
い
く
こ
と
が
最
良
の
方
法
だ
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
の
に
は
、
ど
う
し
て
も
行
政

の
力
と
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
が
何
よ
り
も
必
要

な
こ
と
で
す
。
一
日
も
早
い
実
現
を
め
ざ
し
て
共
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

わ
＼
叫
の
／
∵
¢
＼
∵
り
′
∵
＼
小
爪
／
い
け
＼
”
n
／
叩
け
＼
ツ
わ
／
・
ぐ
、
∵
り
八
・
m
ゝ
巾
‘
・
∩
ゝ
パ
イ
や
石
山
‘
小
ふ
L
り
ん
什
ゝ
り
ん
小
ゝ
タ
川
へ

呪
∵
－
文
化
財
保
護
強
調
週
間

か
け
が
え
の
な
い
郷
土
の
文
化
遺
産
、
文
化
財
を

積
極
的
に
保
護
し
、
後
の
世
代
に
伝
え
て
ゆ
く
こ
と

は
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
責
務
で
す
。
文
化
庁

が
主
唱
す
る
「
文
化
財
保
護
強
調
週
間
」
に
は
、
仝

■ヽ8モノ旬月ヽ8℃／つOut／つ〇・台モノ90ヽ3くソ　く＼pLノつ

国
で
文
化
財
愛
護
の
催
し
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
M

．
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＼
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＼
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．
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＼
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∵
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＼

∵
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＼

∵
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＼
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小
島
家
文
書
（
練
馬
区
指
定
有
形
文
化
財
）
を

郷
土
資
料
室
で
展
示

江
戸
時
代
土
支
田
村
の
名
主
を
務
め
て
い
た
小
島

家
（
旭
町
1
－
2
9
1
16
・
小
島
兵
八
郎
氏
）
の
文
書

は
、
ま
と
ま
っ
て
伝
存
し
て
い
る
区
内
最
大
級
の
貴

重
な
古
文
書
群
で
す
。
今
回
、
区
に
寄
託
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
1
0
月
1
1
日
㈹
～
1
1
月
1

1
日
㈲
ま
で

広
く
皆
様
に
見
て
い
た
だ
き
た
く
、
そ
の
一
部
を
展

示
し
ま
す
。

、
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＼

∵
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乗
早
淵
遺
跡
発
掘
体
験
教
室
を
開
催

第9号　ねりまの文化財

8
月
8
日
、
早
宮
l
I
2
4
の
東
早
淵
遺
跡
で
行
い

ま
し
た
。

こ
の
場
所
は
、
開
発
に
先
立
ち
、
6
月
2
8
日
か
ら

本
格
的
な
発
掘
を
実
施
し
て
い
た
場
所
で
す
。
こ
の

O
W
や
＜
V
等
＜
＞
管
　
　
　
＜
営
◇
管
∧
普
　
　
◇
管
∧
V
等
＆
V
＜
熔
V

郷
土
資
料
室

収
蔵
品
シ
リ
ー
ズ

＜
常
＜
や
∧
＞
管
　
　
蜃
令
息
甘
＆
V
　
　
＃
＜
常
鼻
V
や
　
◇
管
∧
l
牽
＆
0
払
V

機
会
を
利
用
し
て
一
日
発
掘
体
験
教
室
を
、
教
育
委

員
会
が
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
猛
暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
・
中
学
生

か
ら
6
0
歳
代
の
老
若
男
女
約
5
0
名
が
参
加
し
、
平
安

時
代
の
住
居
を
調
査
員
の
指
導
の
も
と
発
掘
し
ま
し

た
。発
掘
開
始
後
一
時
間
程
し
て
、
平
安
時
代
の
壷
形

土
器
が
発
見
さ
れ
、
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、
様
々

な
質
問
が
出
て
、
古
代
に
触
れ
る
一
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

家
塾
の
教
科
書

習字手本としても用いられた往来物

近
世
・
近
代
を
通
じ
て
練
馬
区
域
で
の
教
育
の
は

じ
ま
り
は
、
幕
末
こ
ろ
に
地
域
の
寺
院
や
一
部
厚
志

家
の
家
に
付
近
の
子
供
た
ち
を
集
め
て
行
わ
れ
た
寺

子
屋
式
の
家
塾
で
あ
っ
た
。

家
塾
に
お
け
る
学
習
の
概
要
を
「
関
学
明
細
調
」

「
家
塾
開
業
願
」
に
見
る
と
、
安
塚
祐
監
塾
（
下
石

神
井
村
）
で
は
、
学
科
と
し
て
「
筆
道
」
、
習
字
と

し
て
「
人
名
尽
　
国
名
尽
　
東
京
往
来
　
商
売
往
来

消
息
往
来
　
農
業
往
来
　
庭
訓
往
来
」
と
あ
る
。
他

の
家
塾
を
調
べ
て
み
て
も
、
学
習
は
華
道
（
習
字
・

書
道
）
が
圧
倒
的
に
多
く
、
家
塾
の
大
半
は
手
習
塾

で
あ
っ
た
。
初
歩
の
う
ち
は
先
生
が
「
手
本
」
を
書

き
、
そ
れ
が
教
科
書
が
わ
り
に
な
っ
た
。
学
業
が
進

む
と
庭
訓
往
来
に
代
表
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
往
来

物
」
な
ど
が
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
身
近
な
親
兄
弟
の
名
前
か
ら
近
隣
の

こ
と
（
東
京
往
来
）
商
売
の
こ
と
（
商
売
往
来
）
手

紙
の
書
き
方
（
消
息
往
来
）
農
業
の
や
り
方
（
農
業

往
来
）
暮
し
て
い
く
心
が
ま
え
（
庭
訓
往
来
）
な
ど

生
活
に
す
ぐ
役
立
つ
実
学
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。

中、心、、■斗・「
廿

、やし命令＜＞詐＞♯く＞書○＜蒋こ＞＜＞針＞く蓉＞く尋◇＜群＞＜＞喜○命や♯＜＞喜○車くヰ＝＞＜＞匪＞＜ヰ＝＞♯

雨
に
も
負
け
ず

ク
イ
ズ
ウ
オ
ー
ク
■
フ
リ
ー
実
施

9
月
■
1
6
日
、
雨
の
中
「
ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」

を
石
神
井
公
園
で
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
投
稿

を
紹
介
し
ま
す
。

「
雨
の
中
の
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
」

雨
に
も
め
げ
ず
、
昨
年
に
続
き
二
回
目
の
参
加
を

し
ま
し
た
。
雨
の
日
の
石
神
井
公
園
も
落
ち
つ
い
て

良
い
も
の
で
す
。
よ
く
知
っ
て
い
る
つ
も
り
の
石
神

井
公
園
で
も
、
ク
イ
ズ
ポ
イ
ン
ト
、
ス
タ
ン
プ
ポ
イ

ン
ト
を
さ
が
し
な
が
ら
歩
く
の
は
、
新
し
い
発
見
が

あ
り
ま
す
。
友
人
達
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
ゆ

っ
く
り
と
歩
き
ま
し
た
。
途
中
で
次
の
グ
ル
ー
プ
に

越
さ
れ
、
影
も
形
も
見
え
な
く
な
り
、
あ
せ
っ
て
最

後
は
早
足
で
歩
き
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
に
着
く
と
採
点
表
が
あ
っ
て
、
ク
イ
ズ
の

正
誤
を
自
分
達
で
採
点
し
ま
す
。
ま
た
、
所
要
時
間

が
長
す
ぎ
て
も
短
か
す
ぎ
て
も
減
点
さ
れ
ま
す
。
私

（
4
頁
下
段
へ
）

3
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練
馬
区
登
銀
無
形
民
俗
文
化
財

閑
の
ボ
〔
土
市
1
2
月
ヨ
苧
柑
白

第9号

▼
場
　
所
　
関
町
北
4
－
1
6
－
3
　
本
立
寺
門
前

▼
交
通
機
関
　
西
武
新
宿
線
　
武
蔵
関
駅
北
口

「
関
の
ポ
ロ
市
」
は
、
毎
年
1
2
月
9
日
と
1
0
日
に

本
立
寺
の
お
会
式
に
伴
い
た
つ
市
で
、
お
会
式
の
市

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
と

伝
え
ら
れ
、
昭
和
の
初
め
頃
に
は
、
正
月
用
品
や
農

具
が
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

一
時
中
断
し
ま
し
た
が
、
戦
後
復
活
し
現
在
は
、

刃
物
や
植
木
な
ど
を
売
る
露
店
が
2
0
0
軒
以
上
並
び
地

域
の
年
中
行
事
と
し
て
賑
っ
て
い
ま
す
。

平
成
2
年
2
月
練
馬
区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
と

n
1
．
着
U
n
l
′
＋
ハ
リ
【
日
憬
∪
【
日
憬
U
n
麒
ハ
U
▲
U
廿
U
n
＝
古
n
l
′
＋
0
∩
＝
鱒
ハ
U
n
l
′
甘
U
n
l
′
憬
U
n
＝
ナ
U
n
＃
U
｛
U
蘭
U
n
＝
ナ
U
n
l
′
憬
U
n
l
′
廿
ハ
U
n
＝
＋
0

＝

文

化

財

日

誌

＝

（
平
成
2
年
7
月
1
日
～
9
月
3
0
日
）

へ
7
月
）

1
4
日
　
古
文
書
調
査
（
町
田
家
）

2
3
日
　
東
京
外
か
く
環
状
道
路
練
馬
地
区
遺
跡
調
査

会
　
役
員
会

2
4
日
　
埋
蔵
文
化
財
立
会
（
貫
井
四
丁
目
）

2
5
日
　
〃
　
（
石
神
井
台
七
丁
目
・
東
大
泉
四
丁
目
）

古
文
書
調
査
（
横
山
家
・
新
井
家
）

2
5
日
～
2
8
日
　
練
馬
白
山
神
社
大
ケ
ヤ
キ
調
査

へ
8
月
）

し
て
登
録
し
ま
し
た
。

（
解
説
）
お
会
式
は
、
法
会
の
儀
式
で
、
特
に
日
蓮

宗
で
は
宗
祖
の
忌
日
に
営
む
法
会
で
す
。
区
内
で
は
、

妙
福
寺
（
南
大
泉
5
丁
目
）
や
、
本
覚
寺
（
旭
町
1

丁
目
）
を
は
じ
め
と
す
る
日
蓮
宗
の
寺
院
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
又
、
お
会
式
の
際
に
万
燈
行
列
や
露
店

が
立
ち
、
年
末
の
年
中
行
事
と
し
て
地
域
住
民
に
親

し
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
他
に
、
年

末
の
「
酉
」
（
1
1
月
4
日
・
1
6
日
・
2
8
日
）
の
日
に
は
、

大
鳥
神
社
（
豊
玉
北
5
丁
目
、
石
神
井
町
2
丁
目
）

で
祭
礼
が
あ
り
、
「
酉
の
市
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

n
l
ノ
十
U
n
l
′
◆
0
∩
＝
廿
U
n
l
′
ナ
U
n
＝
憬
U
O
簡
U
n
嵐
n
U
【
＝
古
【
＝
着
U
n
翳
り
〇
十
0
吉
富
【
＝
憬
U
n
l
・
廿
U
n
l
′
＋
0
n
l
′
竹
山

8
日
東
早
淵
遺
跡
発
掘
体
験
教
主

1
3
日
～
1
5
日
埋
蔵
文
化
財
試
掘
（
練
馬
二
丁
目
）

2
1
日
古
文
書
調
査
（
荘
家
）

2
5
日
～
2
6
日
練
馬
白
山
神
社
御
輿
等
記
録
撮
影

3
0
日
練
馬
白
山
神
社
大
ケ
ヤ
キ
保
護
対
策
検
討

委
員
会
（
第
2
回
）

（
9
月
）

4
日
文
化
財
保
護
推
進
員
会
（
第
2
回
）

8
日
中
村
畔
子
記
録
撮
影
（
中
村
八
幡
神
社
）

1
0
日
文
化
財
保
護
審
議
会
（
第
2
部
会
・
視
察
）

16
日
文
化
財
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
第
2
回
）

1
7
日
文
化
財
保
護
審
議
会
（
第
1
部
会
・
視
察
）

2
7
日
～
2
9
日
広
徳
寺
所
蔵
品
内
容
把
握
調
査

C＊つC＊⊃⊂＊つ⊂＊〇C＊つC＊つC＊つC＊つC＊つC＊つC＊つC＊つ⊂＊つ⊂＊〇C＊つC＊つC＊つ⊂＊つC＊つ⊂＊つ

達
は
三
分
早
く
、
あ
せ
っ
た
の
を
反
省
し
ま
し
た
。

問
題
は
十
五
間
あ
り
ま
し
た
。
自
分
一
人
で
は
正

解
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
友
人
同
志

得
意
の
分
野
で
意
見
を
言
っ
た
の
で
、
何
と
か
正
解

で
き
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
の
問
題
と
解
答
の
プ
リ
ン
ト

を
も
ら
い
、
家
に
帰
っ
て
こ
れ
を
読
み
ま
す
と
、
ク

イ
ズ
を
ぶ
ら
さ
げ
て
あ
っ
た
木
を
は
じ
め
、
石
神
井

公
園
の
風
景
が
あ
り
あ
り
と
目
に
浮
か
ん
で
き
ま
し

た
。こ
の
楽
し
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
来
年
は
も
っ
と

多
く
の
人
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

練
馬
区
在
住
　
匿
名
希
望

？
ん
？
ん
？
ん
？
む
？
ノ
冥
ソ
・
ノ
冥
ソ
■
ん
？
ノ
∪
？
ん
？
ノ
U
？
む
？
む
？
ノ
H
r
ノ
H
∫
冥
ソ
・
む
つ
・
ノ
）
リ
・
J
H
．
乙
？
b
？
J
U
？
む

（
編
集
後
記
）
　
来
年
は
き
っ
と
晴
れ
て
ほ
し

い
／
．
参
加
者
の
た
め
に
も
…
…
＝

担
当
の
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
に
も
／

（
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
職
員
の
ツ
ブ
ヤ
キ
）9月16日　雨の石神井公園で、文化財

ウオークラリーを“決行〃しました。
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